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3か月（6月～8月）予報解説
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３か月予報（６～８月） 北陸地方
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予報のポイント

•向こう３か月の気温は、暖かい空気に覆われや
すいため高い見込みです。



月別の天候 北陸地方
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月別の天候
•各月の天候については、以下のとおりです。

北陸地方
梅雨入り平年：６月１１日頃
梅雨明け平年：７月２３日頃



月別の平均気温 北陸地方
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暖かい空気に覆われやすいため、各月とも高い見込みです。



月別の降水量 北陸地方
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各月ともに、ほぼ平年並の見込みです。



３か月（６～８月）の予想される海洋と大気の特徴
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数値予報結果をもとにまとめた予想される海洋と大気の特徴

地球温暖化の影響等により、全球で大気全
体の温度が高いでしょう。

エルニーニョ現象が発生する可能性が高く
、海面水温は太平洋赤道域の東部から中部
で高く、北太平洋熱帯域の中部でも高いで
しょう。また、モンスーンの西風が強いで
しょう。このため、積乱雲の発生はフィリ
ピンの東から太平洋中部で多いでしょう。

一方、インドネシア付近からインド洋にか
けては積乱雲の発生が少ないでしょう。

これらの影響により、上空の偏西風はユー
ラシア大陸では平年より南を流れるものの
、日本付近から日本の東海上では平年より
やや北を流れる見込みです。チベット高気
圧は北への張り出しは弱いものの、日本付
近への張り出しは平年程度でしょう。また
、太平洋高気圧の北への張り出しは強く、
日本の南への張り出しは弱いでしょう。

これらのことから、日本付近は暖かい空気
に覆われやすいでしょう。

平年の偏西風



この期間の注意点等（北陸地方）
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気温は、高い見込みです。

十分な熱中症対策

降水量は、ほぼ平年並みの見込みです。

近年は梅雨時期など大雨の発生頻度が増加し
ています。

梅雨前線の活動が活発化する時期もある見込
みで、最新の気象情報により一層の留意をお願
いします。


